
 

 

 

 

☆受講申し込みについて 

【受付開始】 ５月１３日（月）午前９時から（電話にて随時受付） 

【募集定員】 先着５０人 ※参加無料 

【申込み先】 毛呂山町生涯学習課学習支援係 電話２９５－２１１２（内線５２１・５２２） 

【注意事項】 ◇できるだけ継続参加をお願いします。 

◇ただし、表の③、④、⑥、⑨の各回は、東公民館の学習ホールめじろ（収容人員１４０名） 

で行いますので、各回のみ参加することも可能です。 

◇⑧の視察研修の定員は３２名です。受講者の方の出席状況に応じて、優先的に決定します。 

①令和元年 ６月１日（土） 午後２時～ 東公民館
開講式・ガイダンス  講義【子どもの人権】 

講師 生涯学習課社会教育指導員 

⑥令和元年 ９月２８日（土） 午後２時～ 東公民館

【人権が尊重されると人は輝く、音楽は人が輝かせる！？】
講師 宮林 亮至 氏 音楽家（作曲家・合唱指導者） 

私たちはなぜ人権について学ぶのか？人権感覚と
は？また、「子どもの人権」について講師の実践経験を
もとに、一緒に考えます。 

音楽は、創る人・歌う人・観る人・聴く人・支える人・
応援する人、みんなを輝かせます。「人権とは人が輝くこ
と！？」を音楽を通して楽しく学びます。 

②令和元年 ６月１１日（火） 午後２時～  東公民館
【歴史と人権】 

講師 滝澤 民夫 氏 元埼玉県立高等学校教諭 

前大東文化大学講師 

⑦令和元年 １０月９日（水） 午後２時～  中央公民館 

【ネット社会と人権】 

講師 埼玉県県民生活部青少年課職員 

人類の生活史を学ぶ中で、知識とともに知性や情操
を身につけるには、どんな発想が必要なのか。学びの
中で人権感覚を養う道筋を経験的にお伝えします。 

スマホやインターネットは便利な反面、依存症、誹謗・
中傷の温床といった鈍器にもなります。情報モラルを学
び、ネット社会における人権感覚を養います。 

③令和元年 ６月２９日（土） 午後２時～  東公民館

【男女共同参画社会】
講師 阪本 真一 氏  鶴ヶ島市役所職員 

噺家名 千金亭値千金(せんきんていあたいせんきん) 

⑧令和元年 １１月１日(金) 

午前 11 時３０分集合・出発～午後３時３０分 

【視察研修】（町バス使用） 

研修先:荻野吟子記念館（熊谷市） 

「夫婦別姓」「育児休業」など男女共同参画社会にま
つわる創作落語を通して、ジェンダーとは何か、性差
を超えた平等な社会とは何かを学びます。 

荻野吟子は、日本初の政府公認女性医師となった埼玉の
偉人です。性差別をバネに女医を志し、女性解放の先覚者
となった吟子ゆかりの地・熊谷で、人権について学びます。 

④令和元年 ７月１３日（土）  午後２時～  東公民館 

【人権は人が輝くこと】～スポーツの視点で～  

講師  平塚  潤 氏 城西大学経営学部准教授 

         元城西大学駅伝部監督 

⑨令和元年 １１月９日（土）  午後２時～  東公民館 

【医療と人権問題】 

講師 埼玉医科大学教授 

人権は一人一人が輝くことです。講師が陸上競技者
として輝いた経験、指導者として後進者を輝かせた経
験から、スポーツにおける人権の考え方を学びます。 

当大学病院の基本理念に、安心で質の高い医療を施す医
療人としての「まごころ」と「患者さんの権利」がうたわ
れています。医療現場の専門医から人権を学びます。 

⑤令和元年 ９月６日（金） 午後２時～  中央公民館

【受刑者の人権とは】～日本と香港との違い～

講師 木村 孝子 氏 監獄人権ｾﾝﾀｰ会員・香港友愛会会員 

⑩令和元年 １１月２５日（月） 午後２時～  中央公民館 

講座のまとめ・閉講式 

講師 生涯学習課社会教育指導員 

講師が携わった日本と香港の刑務所参観や、受刑者
との面会、文通、ニュースレターの発行等の活動を比
較しながら、受刑者の人権について学びます。 

全講座を通じて受講者の皆さんが得た問題意識、問題解
決のための考え方や行動などについて話し合います。受講
して養うことができた人権感覚について確認し合います。 


